
平成23年2月25日

Ⅰ　届出者の住所、名称及び代表者の氏名
１　住所　福島県双葉郡大熊町大字夫沢字北原２２
２　名称　東京電力株式会社　福島第一原子力発電所
３　代表者の氏名　所長　吉田　昌郎

Ⅱ　届出により変更しようとする内容
１　施設の所在する水域の範囲
施設の種類 変更前 変更後

水域の範囲

　福島県双葉郡大熊町大字夫沢地 先及
び同郡双葉町大字細谷地先 大芋沢四等
三角点より方位角３５度１９分の方向1,443
ｍの地点を基点とする。

　福島県双葉郡大熊町大字夫沢地 先及
び同郡双葉町大字細谷地先 大芋沢四等
三角点より方位角三 五度一九分の方向
一、四四三メ ートルの地点を基点とする。

　こ の基点より方位角９０度の方向 １９３ｍ
の地点、

　こ の基点より方位角９０度の方向 １９３ｍ
の地点、

　同地点 より方位角１８０度の方向２９５ｍ
の地点、

　同地点 より方位角１８０度の方向２９５ｍ
の地点、

　同地点より 方位角１６８度３０分の方向１
７２ｍの地点、

　同地点より 方位角１６８度３０分の方向１７
２ｍの地点、

　同地点よ り方位角１２８度３０分の方向 ４
７５ｍの地点、

　同地点よ り方位角１２８度３０分の方向 ４
６８ｍの地点、

　同地点 より方位角８１度３０分の方向 １２
２ｍの地点、

　同地点よ り方位角３９度０２分の方向５５
ｍの地点、
　同地点よ り方位角１０７度３９分の方向 ９
６ｍの地点、

　同地点 より方位角１２３度３０分の方向８
２ｍの地点、

　同地点 より方位角１２３度３０分の方向８２
ｍの地点、

　同地点 より方位角２１３度３０分の方向１
９２ｍの地点、

　同地点 より方位角２１３度３０分の方向１９
２ｍの地点、

　同地 点より方位角２３５度３０分の方向五
１０ｍの地点、

　同地 点より方位角２３５度３０分の方向五
１０ｍの地点、

　同地点より方位角２７０度の方向２５６ｍの
地点、

　同地点より方位角２７０度の方向２５６ｍの
地点、

　同地点 より方位角１８０度の方向１３ｍの
地点、

　同地点 より方位角１８０度の方向１３ｍの
地点、

　同地点より方位角２２５度３０分の方向５５
ｍの地点、

　同地点より方位角２２５度３０分の方向５５
ｍの地点、

　同地点より方 位角２７０度の方向４１ｍの
地点を順次結ぶ直線と陸域 とによって囲
まれた水域。

　同地点より方 位角２７０度の方向４１ｍの
地点を順次結ぶ直線と陸域 とによって囲
まれた水域。

２　施設の種類、規模及び構造
（１）水域施設の規模及び構造
施設の種類 変更前 変更後
航路 対象船舶　貨物船３，０００DWT以下 対象船舶

　貨物船　総トン数　６，８００GT以下
　幅員　９０．０ｍ 　幅員　　８２ｍ～９０ｍ
　水深　　７．５ｍ 　水深　　６．５ｍ
　延長　５８．０ｍ 　延長　　１２１ｍ

泊地 面積　　１４９，６９７ｍ2 　面積　１１８，９０５ｍ2
水深　　６．０ｍ～７．５ｍ 　水深　　６．５ｍ
　面積１４９，６９７ｍのうち物揚場前面１０，
８７５ｍ2を水深６．５ｍとする。

（２）係留施設
施設の種類 変更前 変更後

規模 規模

　港湾法（昭和２５年法律第２１８号）第５６条の３第１項の規定により変更の届出があったので、次の
通り公示します。



　貨物船３，０００DWT以下 　貨物船　総トン数　６，８００GT以下
　延長２４６．７５m 　同左
      （大型船用２０６．７５ ｍ、小型船用４０．００ｍ）

　水深OPマイナス６．００ｍ～ 　水深OPマイナス６．５０ｍ
　　　　OPマイナス６．５０ｍ
　構造（１８６．７５ｍ）　　　 　同左
　　タイロット式鋼矢板 （鋼矢板Ⅴ型）
　　上面アスファルト舗装  （厚１０ｃｍ）
　構造（６０．００ｍ） 　同左
　　桟橋式

(鋼管杭φ１，２００ｍｍ、ｔ＝１４ｍｍ）
(鋼管杭φ１，１００ｍｍ、ｔ＝１２ｍｍ）

　　上面コンクリート舗装（厚１０ｃｍ）
　防舷材 　同左
　　ゴム防舷材
　　　（型式Ⅴ型３００H×３０００L）４６基
　　　（型式Ⅴ型３００H×２０００L）２０基
　　　（型式ST型２００H×２５００L）１０基
　　　（型式Ⅴ型３００H×４８００L）５基
　　　（型式SA型５００H×２７５０L）２基
　　　（型式DA―A型３００H×１５００L）２基
　　　（型式DA―A型３００H×２５００L）２基
　　空気式防舷材 　（削除）
　　　（金具式２０００φ×３５００L）３１基
　係船柱 　係船柱
　　　鋳銅製曲柱２５０φ　１０基 　　鋳鋼製曲柱　２５トン　３基
           　　曲柱３５０φ（３５トン）１基 　　鋳鋼製曲柱　５０トン　９基
　　　　　　　直柱３５０φ三基 　　鋳鋼製直柱　５０トン　４基

　　　（うち、鋳鋼製曲柱２５トン　１基及び、
　　　鋳鋼製直柱５０トン　４基は岸壁外に設

　係船環 　同左
　　（M型φ１６ｍｍ 、D１２０ｍｍ、SUS３０４）５基

    
３　水域施設の船舶許容能力及び係留施設の係留能力
（１）水域施設
施設の種類 変更前 変更後
航路 貨物船３，０００DWT以下 貨物船　総トン数　６，８００GT以下

　幅員　　　　１０３ｍ 　全長　　　　　　１０４ｍ
　水深　　　１４．６ｍ 　型幅（船幅）　　１８ｍ
　船深　　　　７．２ｍ 　型深（上甲板） １０ｍ
　満載吃水　５．７ｍ 　入出港吃水　５．７ｍ

泊地 貨物船３，０００DWT以下 貨物船　総トン数　６，８００GT以下
　幅員　　　　１０３ｍ 　全長　　　　　　１０４ｍ
　水深　　　１４．６ｍ 　型幅（船幅）　　１８ｍ
　船深　　　　７．２ｍ 　型深（上甲板） １０ｍ
　満載吃水　５．７ｍ 　入出港吃水　５．７ｍ
　係留隻数　　１ 　同左

（２）係留施設
施設の種類 変更前 変更後
係留施設 大型船用２０６．７５ｍ区間 大型船用２０６．７５ｍ区間

貨物船３，０００DWT以下 　貨物船
　　総トン数　　６，８００GT以下

　全長　１０３ｍ 　　全長　　　　　　１０４ｍ
　幅員　１４．６ｍ 　　型幅（船幅）　　１８ｍ
　船深　　　　７．２ｍ 　　型深（上甲板） １０ｍ
　満載吃水　５．７ｍ 　　入出港吃水　５．７ｍ
　係留隻数　　１ 　　同左

小型船用４０ｍ区間 小型船用４０ｍ区間
作業船１７G/T級以下 　同左
　全長　　 １２．６９ｍ 　　同左
　幅員　      ５．５ｍ 　　型幅（船幅）　　５．５ｍ



　船深　　　　１．７ｍ 　　型深（上甲板）　　１．７ｍ
　満載吃水　１．１ｍ 　　同左
　係留隻数　　２ 　　同左

４　施設の改良の工事の開始の期日及び完了の予定期日
　　開始　平成２３年１月１１日
　　完了　平成２３年６月３０日

５　施設の使用及び管理の計画
（１）当該施設の管理者
　　福島第一原子力発電所長　吉田　昌郎
（２）当該施設を使用する船舶の種類、船型及び年間又は、月間当たり隻数

変更前 変更後

貨物船、油槽船、核燃料（使用済みを含
む。）運搬船　３０００DWT以下　月間１０隻

６，８００GT以下の船舶
油槽船　　　　　 年間  約４０隻
その他貨物船　年間  約２０隻


